
墨
子
非
儒
篇
補
正

原

孝
　
治

非
儒
篇

　
　
　
　
　
①
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③
　
④

非
儒
下
篇
　
其
禮
日
、
喪
、
父
母
三
年
、
妻
・
後
子
三
年
、
伯
父
・
叔
父
・
弟
兄
・
庶
子
其
、
戚
族
人
五
月
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
此

庭
に
見
え
る
儒
家
の
喪
服
は
「
儀
禮
」
成
立
以
前
の
儒
墨
抗
争
時
代
の
喪
服
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
今
は
「
儀
禮
」
の
喪
服
と
比
べ
て
　
O

　
を
く
。

①

儒
家
の
喪
禮
に
つ
い
て
は
、
「
儀
禮
」
や
「
禮
記
」
に
見
え
る
。
「
儀
禮
や
禮
記
の
成
立
は
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
の
様
で
あ
る
が
、
筍
子

　

に

は
『
禮
を
讃
む
』
、
『
禮
経
』
の
語
が
見
え
る
か
ら
、
そ
の
基
本
的
な
所
は
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
（
池
田
末
利
「
儀
禮
」

　

東
海
大
學
出
版
杜
）
。
」
今
墨
家
の
非
難
を
考
へ
る
上
で
は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
。

②

「
喪
、
父
母
三
年
」
と
す
る
が
、
儀
禮
に
よ
れ
ば
父
母
に
は
尊
卑
が
あ
り
、
父
の
爲
に
は
斬
衰
三
年
、
母
の
爲
に
は
父
が
卒
し
た
後
で
あ

　

れ
ば

齊
衰
三
年
、
存
命
中
で
あ
れ
ば
期
で
あ
る
。

③

妻
の
爲
に
三
年
の
喪
に
服
す
る
事
に
つ
い
て
は
、
儒
家
の
禮
に
は
見
え
な
い
。
儀
禮
で
は
「
妻
の
爲
に
は
齊
衰
杖
期
」
で
あ
る
。
儀
禮

　

正
義
に

は

質
疏
に
云
ふ
と
し
て
、
「
妻
卑
於
母
、
故
次
之
。
」
と
す
る
。
母
の
爲
に
は
齊
衰
三
年
、
又
は
齊
衰
期
で
あ
る
か
ら
、
妻
に
三



　

年
の
喪
が
無
い
の
は
當
然
で
あ
る
。

④

後
子

は
「
あ
と
つ
ぎ
」
の
長
子
で
あ
る
。
父
は
「
長
子
」
の
爲
に
は
斬
衰
三
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
長
子
は
正
膿
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

從
っ
て
、
妻
と
尊
卑
が
同
じ
で
は
な
い
。
後
子
の
爲
に
は
斬
衰
三
年
で
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
從
っ
て
、
「
妻
・
後
子
三
年
」
と
す
る

　

の

は
齊
衰
杖
期
と
斬
衰
三
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
非
儒
篇
の
記
事
は
妻
、
後
子
を
齊
衰
杖
期
・
斬
衰
三
年
と
分
け
る
以
前
の
姿
で
あ
っ

　

た

と
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

非
儒
下
篇
　
若
以
尊
卑
爲
歳
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
之
〕
藪
、
則
是
尊
其
妻
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
後
〕
子
與
父
母
同
、
而
親
伯
父
・
宗
兄
、
而
卑
子
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

上
文
に

握
っ
て
、
「
月
」
の
下
に
「
之
」
字
を
補
ふ
。
上
文
に
云
ふ
、
「
若
以
親
疏
爲
歳
月
之
敷
」
と
o

②

上
文
の
「
妻
・
後
子
與
父
同
也
」
を
承
く
れ
ば
、
「
子
」
の
上
に
「
後
」
字
を
補
ふ
。

③

此
庭
で

は
、
伯
父
・
宗
兄
は
其
で
庶
子
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
「
卑
子
」
（
1
1
庶
子
）
の
如
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
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①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
儒
下
篇
　
（
取
妻
身
迎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砥
補
爲
僕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
轡
授
緩
、
如
仰
嚴
親
。
昏
禮
威
儀
、
如
承
祭
祀
。
顛
覆
上
下
、
惇
逆
父
母
。
下
則
妻
子
、
妻
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
）

上
侵
。
事
親
若
此
、
可
謂
孝
乎
。
）
儒
者
迎
（
妻
）
、
F
妻
之
奉
祭
祀
、
子
將
守
宗
廟
、
故
重
之
。
鷹
之
日
、
此
護
言
也
。
其
宗
兄
守
其
先
宗

　
　
　
　

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
（
者
）
　
⑤

廟
敷
十
年
、
死
喪
之
其
。
兄
弟
之
妻
奉
其
先
之
祭
祀
、
弗
服
。
則
喪
妻
子
三
年
、
必
非
以
守
〔
宗
廟
〕
奉
祭
祀
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
散
）

①

r取
妻
～
可
謂
孝
乎
」
は
昏
儀
に
關
す
る
事
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
上
下
の
文
は
喪
服
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
こ
の
昏
儀
に
關
す
る
部
分

　

は
喪
服
の
節
へ
の
竃
入
で
あ
ら
う
。

②
F
妻
子
」
は
「
妻
」
の
事
。
此
庭
は
上
文
に
、
「
取
妻
身
迎
云
々
」
と
云
ふ
。
昏
儀
で
は
妻
と
な
る
女
子
に
は
未
だ
子
あ
ら
ず
。
故
に

　

r妻
子
」
は
「
妻
」
の
事
で
あ
る
。



③

宗
兄
が
死
す
れ
ば
、
喪
に
服
す
る
他
の
兄
弟
は
齊
衰
不
杖
期
で
あ
る
。

④

上
文
に
宗
兄
と
あ
れ
ば
、
此
の
兄
弟
の
妻
は
庶
婦
で
あ
る
。
儀
禮
喪
服
（
大
功
九
月
適
婦
の
胡
培
書
疏
）
に
よ
れ
ば
、
「
爲
庶
婦
小
功
」

　

で
服
が
有

る
．
、
從
っ
て
、
盧
文
招
の
校
に
從
ひ
「
，
服
」
に
改
む
る
は
非
。
今
各
本
に
從
ひ
「
散
」
に
改
む
。
散
殺
也
、
殺
差
也
。
「
差
ア

　

ラ
ズ
」
と
云
ふ
の
は
妻
の
閲
に
差
は
無
い
の
意
。
「
弗
服
」
と
す
る
は
非
。

⑤

妻
に
封
す
る
三
年
の
喪
は
有
り
得
ず
、
妻
の
爲
に
は
齊
衰
杖
期
で
あ
る
。
子
に
封
し
て
は
適
子
に
は
斬
衰
三
年
、
庶
子
に
は
齊
衰
不
杖

　

期
で
あ
る
。

非
儒
下
篇
　
（
有
強
執
有
命
以
説
議
日
、
壽
天
貧
富
、
安
危
治
齪
、
固
有
天
命
、
不
可
損
盆
、
窮
達
賞
罰
、
幸
否
有
極
、
人
之
知
力
、
不
能

爲
焉
、
重
吏
信
之
、
則
怠
於
分
職
、
庶
人
信
之
、
則
怠
於
從
事
。
〔
吏
〕
不
治
則
齪
、
農
事
緩
則
貧
。
貧
且
齪
〔
齪
〕
政
之
本
。
）

　

r有
強
執
有
命
～
政
之
本
」
迄
の
七
十
四
字
、
干
圏
の
説
に
擦
っ
て
削
る
。
干
圏
云
、
自
有
強
執
有
命
、
至
政
之
本
七
十
四
字
、
依
王
念

　
孫
雑
志
、
不
治
上
補
一
吏
字
、
則
凡
七
十
五
字
、
蓋
必
非
命
篇
之
脱
丈
桁
入
於
此
。
下
文
云
、
而
儒
者
以
爲
道
教
。
是
賊
天
下
之
人
者
也
。

　
即
承
上
豊
非
大
姦
也
哉
句
而
言
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

非
儒
下
篇
　
而
儒
者
以
爲
道
教
。
是
賊
天
下
之
人
者
也
。
且
夫
繁
飾
禮
樂
以
淫
人
、
久
喪
偶
哀
以
護
親
…
…

o
馬
宗
震
云
、
淫
猶
侵
也
。
墨
子
之
意
、
以
爲
繁
飾
禮
樂
、
勢
必
療
時
療
事
。
故
日
侵
人
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
儒
下
篇
　
（
夫
）
夏
乞
萎
禾
、
五
穀
既
牧
、
大
喪
是
随
、
子
姓
皆
從
、
得
厭
飲
食
、
畢
治
敷
喪
、
足
以
至
　
。
因
人
之
家
以
爲
翠
、
侍
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
生
）

之
野
以
爲
尊
。
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①

劉
載
慶
云
、
子
姓
即
子
生
、
子
輩
諸
子
之
古
侮
也
。
意
謂
率
其
諸
子
、
査
食
於
有
喪
者
之
側
。
故
云
子
姓
皆
從
。

②

劉
載
廣
云
、
尊
乃
爵
之
重
文
、
或
作
鱒
・
樽
、
酒
器
也
。
創
・
樽
同
字
。
減
也
。
皆
是
尊
聲
o
故
相
音
葭
。
野
之
本
義
爲
郊
外
。
轄
注

之
義

爲
失
嘩
罐
鋸
議
獣
熱
幡
禮
意
謂
大
喪
不
竃
野
於
飲
禽
璽
利
其
放
縫
暑
用
度
故
一
喜
人
之
野
以
爲

　
創
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
儒
下
篇
　
又
日
、
君
子
勝
、
不
逐
奔
、
揖
函
弗
射
、
強
則
助
之
青
車
。

①
揖
函
…
干
圏
云
、
挨
呉
寛
本
作
掩
。
二
字
通
用
。
掩
有
止
義
。
方
言
麦
暖
篇
云
、
掩
止
也
。
函
當
謂
甲
。
考
工
函
人
記
云
、
函
人
麦
甲
。

　

鐸
名
鐸
兵
云
甲
亦
日
函
。
廣
雅
繹
器
云
、
鍾
鎧
也
。
鏑
即
函
。
鎧
亦
甲
也
。
然
則
掩
函
者
、
止
甲
也
。
甲
何
以
止
。
謂
戦
敗
而
棄
甲
於

　

地
也
。
孟
子
梁
恵
王
篇
所
謂
棄
甲
曳
兵
而
走
、
是
也
。
故
日
、
掩
函
弗
射
。
謂
敵
既
棄
甲
而
走
、
我
弗
射
之
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幻

②

疋目
車

…
載
劉
慶
云
、
疋
目
車
者
、
兵
車
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

非
儒
下
篇
　
若
両
暴
交
争
、
其
勝
者
欲
不
逐
奔
、
揖
函
弗
射
、
施
則
助
之
疋
胃
車
、
錐
蓋
能
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
強
）

①
猶
且
…
猶
、
且
也
。
且
、
猶
也
。
猶
且
は
連
文
。
今
三
口
「
爾
且
」
（
詞
詮
巷
七
）

①猶
且
不
得
爲
君
子
也
。

　
　
　
　
　
　
o

非
儒
下
篇
　
（
勝
）
將
因
用
儒
術
令
士
卒
日
〔
勝
〕
母
逐
奔
、
捨
函
勿
射
、
施
則
助
之
疋
目
車
、
暴
齪
之
人
（
也
）
得
活
、
天
下
害
不
除
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
強
）

O
F
勝
」
字
を
「
日
」
字
の
下
に
移
す
。
上
文
に
云
ふ
、
「
又
日
、
君
子
勝
、
不
逐
奔
、
携
函
弗
射
、
強
則
助
之
疋
目
車
」
と
。
「
勝
」
字
は

　

F不
逐
奔
」
の
上
に
有
り
。
今
、
「
丑
逐
奔
」
の
上
に
移
す
。



　
　
　
　
　
o

非
儒
下
篇
　
是
夫
大
齪
之
賊
也
o

o
是
猶
夫
也

（経
傅
繹
詞
九
）
、

r是
夫
」
は
連
文
。

非
儒
下
篇

　

F執
後
」

　
o

夫
執
後
不
言
之
朝
、

…
荘
子
天
下
篇
に
「
人
皆
取
先
、

己
濁
取
後
」
と
。

　
　
　
　
　
　
o

非
儒
下
篇
　
（
君
）
若
言
而
未
有
利
焉
、
則
高
洪
下
覗
、
會
喧
爲
深
、

　

r君
」
…
劉
師
培
云
、
案
君
字
無
義
。
疑
即
若
字
誤
羨
之
文
（
墨
子
拾
補
巷
下
）

と
、
援
っ
て
削
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
儒
下
篇
　
曇
子
日
、
不
可
。
夫
儒
浩
居
而
自
順
者
也
、
不
可
以
教
下
o
好
樂
而
淫
人
、
不
可
使
親
治
、
立
命
而
怠
事
、
不
可
使
守
職
、
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

喪
循
哀
、
不
可
使
慈
民
、
機
服
勉
容
、
不
可
使
導
衆
。
孔
丘
成
皿
容
脩
飾
以
轟
世
、
弦
歌
鼓
舞
以
聚
徒
、
繁
登
降
之
禮
以
示
儀
、
務
趨
翔
之
節

　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

以
観
衆
。
博
學
不
可
使
議
世
、
螢
思
不
可
以
補
民
、

①

r浩
居
」
…
干
省
吾
云
、
「
按
浩
居
雁
請
作
傲
侶
。
畢
説
是
、
孫
説
非
。
」
浩
・
傲
通
、
居
・
侶
通
。
傲
、
侶
也
（
説
文
）
。
故
に
傲
侶
は

　

連
文
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

「
浩
居
而
自
順
者
也
、
不
可
以
教
下
」
は
下
文
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

好
樂
而
淫
人
、
不
可
使
親
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　

立
命
而
怠
事
、
不
可
使
守
職
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　

宗
喪
循
哀
、
不
可
使
慈
民
、
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機
服
勉
客
、
不
可
使
導
衆
。

　

と
五
條
拉
列
。
「
浩
居
而
自
順
者
也
、
不
可
以
教
下
」
の
下
文
は
皆
「
…
不
可
使
…
…
」
に
作
れ
ば
、
此
庭
の
「
不
可
以
…
…
」
の
「
以
」

　

は

「使
」
に
同
じ
。
「
以
猶
使
也
」
（
古
書
虚
字
集
鐸
巻
一
）
o

③

［
機
服
」
…
干
省
吾
云
、
是
機
服
即
異
服
。
自
墨
家
硯
儒
者
之
服
、
以
爲
殊
異
之
服
也
（
墨
子
新
讃
）
。

④
「
観
」
…
馬
宗
震
云
、
観
讃
如
國
語
周
語
先
王
耀
徳
不
観
兵
之
観
。
観
猶
示
也
、
観
罧
者
、
猶
言
誇
示
於
罧
也
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

「
螢
思
不
可
以
補
民
」
は
「
博
學
不
可
使
議
世
」
と
相
封
す
れ
ば
、
以
・
使
は
互
用
。
「
以
猶
使
也
」
古
書
虚
字
集
鐸
巷
一
）
。
上
注
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
儒
下
篇
　
其
道
不
可
以
期
也
、
其
學
不
可
以
導
衆
。
今
君
封
之
以
利
齊
俗
、
非
所
以
導
國
先
衆
。

　
　
　
　
　

　
o
　
　
　
（
示
）
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
b
）
　
o

①
F
其
道
不
可
以
期
世
」
と
「
其
學
不
可
以
導
衆
」
と
は
相
拉
ぶ
。
上
文
に
は
「
機
服
勉
容
、
不
可
使
導
衆
」
に
作
れ
ば
、
此
庭
の
「
以
」
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

S

　

は
上
文
の
如
く
「
使
」
に
同
じ
。

②

F移
」
…
孟
子
縢
文
公
下
注
云
、
移
、
易
其
行
也
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

非
儒
下
篇
　
於
是
厚
其
禮
留
其
封
、
　
敬
見
而
不
問
其
道
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荷
）

○
「
荷
」
…
小
柳
云
、
敬
は
萄
の
誤
り
、
萄
は
亟
と
通
ず
と
。
亟
は
「
シ
バ
シ
バ
」
也
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

非
儒
下
篇
　
乃
遣
子
貢
之
齊
、
因
南
郭
恵
子
以
見
田
常
、
勧
之
伐
呉
、
以
教
高
・
國
・
飽
・
嬰
、
使
母
得
害
田
常
之
齪
、
勧
越
伐
呉
。
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

之
内
、
齊
・
臭
破
國
之
難
。
伏
　
以
言
術
藪
、
孔
丘
之
謀
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
意
兆
）
　
　
　
　
　
（
謀
）

①

秋
山
云
、
教
一
作
殺
。



②

r言
」
…
干
圏
云
、
言
字
握
孫
話
譲
聞
詰
謂
當
作
意
、
即
億
之
省
。
然
則
術
字
恐
是
兆
字
之
誤
。
隷
書
兆
字
與
蒙
文
行
字
相
類
、
兆
誤
爲

　

行
。
又
因
與
敷
字
連
文
。
行
藪
無
義
。
而
誤
行
爲
術
耳
。
十
萬
日
億
、
十
億
日
兆
。
伏
　
以
億
兆
藪
、
甚
言
其
多
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
儒
下
篇
　
孔
丘
與
其
門
弟
子
聞
坐
。
日
、
夫
舜
見
替
里
就
然
、
此
時
天
下
吸
乎
。
周
公
旦
非
其
人
也
邪
。
何
爲
舎
π
家
室
而
託
寓
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亦
）

①

扱
は

道
藏
本
・
唐
本
・
茅
本
・
實
暦
本
は
披
に
作
る
。
金
其
源
云
、
説
文
、
披
陵
也
（
段
注
云
、
披
破
二
字
音
義
皆
同
也
）
。
廣
雅
繹
詰
、

　

破
池
険
也
。
國
語
晋
語
、
必
内
険
之
注
、
険
危
也
。
荘
子
天
地
、
殆
哉
吸
乎
天
下
注
、
坂
危
也
。
則
披
之
轄
訓
與
扱
倶
危
。
不
必
改
披

　

爲
扱
。

②

元
は

奮
本
に
從
ひ
亦
に
復
す
。
金
其
源
（
讃
書
管
見
）
云
、
廣
雅
繹
詰
、
亦
治
也
。
言
何
爲
舎
治
家
室
而
託
寓
也
。
則
不
必
作
元
。

非
儒
下

篇
夫
爲
弟
子
笙
其
呵
必
愉
＃
m
l
（
1
1
1
1
f
i
t
法
巷
力
不
星
知
費
而
後
弓
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
循
）

o
r脩
」
…
劉
師
培
云
、
脩
字
疑
當
作
循
。

（非
儒
下
篇
終
）


